
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竪穴住居には炉やカマドなどがあるのはこれまでに紹介してきましたが、今回は特に炉のお話

です。女夫石遺跡の縄文土器は時間の流れと共に形や模様が変化することはお話ししました。

実は、炉も形などが変化するのです。当たり前といえば当たり前かもしれませんが、竪穴住居

から土器が発見されなかった場合は、炉の形などから細かい時期を決定するのでとても大切な

ことなんですよ。車好きの人が車を見て製造年式をあてるのとちょっと似ているかもしれない

ですね！ 

ｼｽﾞﾘ：縄文時代の竪穴住居には炉があるけど、今までのを見てみると色々な形

があるね。 

ﾏ ｷ：土器と同じで、炉の形も時間と共に変化するみたいだよ。最初（勝坂式の

頃）は①の写真みたいに平らな石を５～６個使って囲んでいて、それか

ら、②みたいに、穴に石を斜めに入れて囲んで、そのうち（曽利式の頃）

になると大き目の石を四角形にして囲むようになるんだってさ。中には

③みたいに石柱（せきちゅう）を隅に据えたりするんだって。 

ｼｽﾞﾘ：②なんかは石柱じゃないけど、なんだかとがっている点では③に似てい

るよね。何か関係があるのかな？ 

ﾏ ｷ：そうだね、とがっている点は似ているから、②は③の走りかもしれない

よね。出土した土器でも②の方が古いみたいだしね。でも、その間を埋

めるような炉が出てこないと何ともいえないね。 

ｼｽﾞﾘ：確かにね、他の遺跡も調べてみなくちゃいけないね！（つづく） 

炉の三角形のとがった石と対（つい）に

なるかのように竪穴住居の壁付近に長方

形の平たい石が発見されました。偶然なの

でしょうか？それとも女夫石縄文人が何

かの意味を込めて石を置いたのでしょう

か？私たち現代人にとって、不思議なこと

だらけの縄文時代です！ 

それにしてもこんなにとがった石を炉

に使っているのは初めて見ました。機能的

ではないような気がするし・・・。何の意

味があるのか女夫石縄文人に聞いてみた

いですよね？ 

変化するのは、炉の形だ

けではないようです。③や

④は炉としの役割りが終

わった時に炉の中へ石や

土器を入れたみたいです。

まるで、「もう火をおこし

ませんよ」とでも言ってい

るかのようです。それに比

べると①や②ではそのよ

うな状況ではありません

でした。もしかしたら、炉

（火）に対する女夫石縄文

人の気持ちを反映してい

るかもしれないですね。も

ちろん確証はないけどね。 
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